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Lattice QCD
離散化された時空間格子上に定義されたQCD理論

Advantage : QCDを非摂動的に厳密に扱える唯一の手法
Disadvantage : エネルギー運動量テンソル　    の構成が自明ではないTµ⌫

熱力学量に対しては積分法と呼ばれる間接的な計算手法があるが……
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ヤン-ミルズ勾配流を応用した格子上のエネルギー運動量テンソルの構成  
H. Suzuki (2013)
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積分法との比較計算  Asakawa et al (Flow QCD collaboration) (2013)
トレースアノマリー エントロピー

実用性と応用性の確認
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青線 (積分法, 2012)
赤点 ( EMT )

青線 (積分法, 2012)
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完全なコンシステンシーは得られていない！ 
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THE END

THE END


